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第 八 巻 第 四 號 九州帝國大學農學部學芸雑誌 昭和十四年十二月

原 著

刀豆 の種 類 と含有 ウレアー ゼの性質(第 二報)※

主としてウ レアーゼ粒子の大 きさに就 て

北 亀川 松 之 助

代 居 三 郎

(昭和十四年六月二日受理)

緒 言

植物成分 中共生理作用と重要なる関係 あるものは其含有酵素である。從て植物体 の示す諸

性質 と共含有する 酵素との關係を吟味する事は植物の生理現象を探究する上に於て有意義な

る事である。今蛋白質 を多量含む 黄科植物の種子が 同時に多量の 酵素 ウレアーゼを含むこと

は ウレアーゼが是等植物の窒素代謝に対し何等かの關係あるを推察せ しむるものである。此意

味に於て 蔵科植物中に於ても異例的に多量の ウレアーゼを含有する 刀豆を資料に撰び,刀 豆

圏の異種間 に認めらろ諸性質 の違ひ と含有ウレアーゼ との關係を 曝 せんため本研究を試

みたる次第である。

抑 も刀豆ウレアーゼにはSUMNERの 分離せる結晶性の ものs外,同 一條件にては結晶せ ざ

るウレアーゼの存在 する事を著者の一人は前報告(1)に 於て推定 したのである。是等両種 ウレ

アーゼの性質の差異の内,現 在考慮さるLも のは結晶性の有無 稀アセ トンに対す る溶解の難

易、並に粒子の大小等であろ。本研究第一報(2）は是等の性質 中稀アセ トンに対す る溶解性を

二三糧類の刀豆ウレアーゼに就て吟味 し,両種 の ウレアーゼの稀 アセ トンに対す る溶解性の差

異を利用せる両者の 可及的分離法を研究 した 。

本報告 に於てはヴィラス研究に の提案せる度外濾過法を酵素研究に適用する可

否を吟味 し,∫亥法を用ひて各種の刀亘に含有さる 曳ウレアーゼの粒子の大きさに就て吟味を行

つた。試料として用ゐ し四種類の刀豆は當大學に於て同一環境の もとに栽培せるものである。
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其結果に依れば1刀豆ウレアーゼは共稀アセ トンに対す る溶解性 より見て均一なるものに非

ざる如 く,粒 子の大 きさより考へて も平均一なる もの 玉如 く推寒さるるのである。然 も結晶性

と非結晶性のた 穿二種のウレアーゼが 存在すると考へるよりも種 々なる大きさの 粒 子として

存在すると考へるのを安當とする。

WILLSTATTER等(4)の 研究に依れぼ 同一酵素 も生体 中に於ては 種 々なる物質 と結合物

(WILLsrATTERの 所 謂symplex)を 形 残 しで種 々な る形 態に於て存在 する と考 へ られ て居 るが・

其意味に於てウレアーゼも刀豆中に於て種々なる結合状態 に存在すると考へ得るのである。

以下第一節に於ては異種刀豆の栽培成績を比較 し,第 二節に於て共含有 さるLウ レアーゼと

蛋白質の量的關係を比較吟味 し,第三節に於て度外濾過法に依るウレアーゼQ性 質の研究を試

みたのである。

第 一 節 各 種 刀 豆 の 栽 培 成 績

試料 として同一環境に成育せる 刀豆種子を得むため刀豆腸よ り四種類 を撰びて栽培を行つ

た。即ちタチナタマメ アカナタマメ シロナタ

マメ 及ハマナタマメ を當大學内の砂土に

栽培 し昭和十 三年空き収穫して其性質 並に含有 ウレアーゼ を吟味味 した ・

(1)播 種及発芽

三月中旬ハマナタマメを除き他の三種を露地に播種せ しもアカナタマメの 殆 ど全部発芽 せ

るに対 し他の二種は発芽 歩合極めて 悪かつたので再播種 した。共主なる原因は 氣濫の未だ低

かつたた めである。依て室内にて漁 りたる鋸屑に播種せるに 何れ も殆ど完全に発芽 した 。殊

にハマナタマメの如きは種子採取 後少 くとも六ヶ年 は経過 し居 り,タ チナタマメの米國産の も

のは少くとも五ヶ年 は経過せるものなれ ども,な ほよく発芽 した点 より考へて刀豆は発芽 力の

相當強い事が解る。從て適當なる方法に依 りて播種を行へば発芽 歩合は極めて良好である。

附近農家に委託 して露地播種を行ひしもの もアカナタマメのみよく発芽 し他は畿々と同様

の成績を得たる点 より考ぺて アカナタマメは 他の刀豆に比 して発芽 力の張い事が解るのであ

る。

(2)施 肥及中耕

アカナタマメを除 き室内に播種せるものは五月王旬當大學内圃場に移植 した。五月中旬少量

(Canavalia ensiformis),

(Canavalia  gladiata var. alba)

(Canavalia gladiata),

(Canavalia lineata)



の堆肥,蝋 友,茱 種粕を基肥として施 し,六 月下旬及七月下旬申耕に際し,根 に何れ も根瘤を認

めざ りした め二回少量の蝋友及菜種粕を追肥した。 一方に全 く無肥料の シロナタマメを栽培

した 。

(3)発 育状況

五月中旬蔓性の刀豆即 は蔓を生じ,発芽 の順調な りしアカナタマメは発育最良好

にしてシロナタマメ之に次 ぎ,無 蔓性の タチナタマメは発育遅れ,発芽 に時間を要せ しハマナ

タマメは発育 最邊れたのである。

七月中旬の観察に依れば赤ナタマメの早きものには長 さ8cm位 の英を認め,白 ナタマメは

漸 く開花を始め,タ チナタマメは漸 く蕾を持ち始め しも葉麥 縮 して発育 悪 し。ハマナタマメは

盛に地上に蔓を伸ばせ ども未だ蕾すら認めず。

八月上旬に到 り蔓性の赤及白ナタマメな爽の長 さ20cm前 後に達 し,タ チナタマメも其後

著 しく成育 して葵20cm以 上のものを若干認めた 。ハマナタマメは蔓 も葉 も著 しく繁茂せ し

も花は一枝認め しのみであつた。

斯くして秋に入 り黄は成熟を始め,赤 ナ タマメは九月下旬より十月中 旬迄に全部完熟 し十九

株中結實無 く成育不良のものは僅に二株 残 りは完熟せる萸平均 三個(一 個乃至七個)を 有す。

白ナタマメは十月上旬より下旬迄に完熱 し三十株結實無き不良の もの一株 他は平均 三個の英 、

(一個乃至七個)を 認めた 。 タチナタマメは 千月中旬より完熟を始めしも発育 遅れ しため十

月下旬に到るも栽培株数四十八本の全黄数126個 中完熟せるもの僅に26個 であつた。然 して

栽培せる四十八株中十二株は全 く結實無か ρしも,結 實せるものに於ては一株平均4個 め葵

を認め蔓性刀豆に比 して収穫 量は多かつたのである。十一月塞冷著 しく加はるも完熟せざる

もの多 くそのま 玉収穫 した。米國産の タチナタマメに到 りでは 五株中無結實の もの 三株に及

んだ。最後にハマナタマメは蔓及葉は著 しく繁蔓せ しも八株中全醗 として 四個の黄を認めし

のみであつた,因 に縣下に野生せるものは十月上旬完熟せ るを認めた。之を要するに蔓性のナ

タマメに比 して矮性 の タチナタマメはよ り暖き地方に適する 亜熱帯性植物なるた めか 當地方

に於て露地栽培 をなす場合 完熟するもの若干あれ ども完熟の域に達せず して絡 るものが少 く

ない。 因に市場より取寄せ しタチナタマメは 多 くの ものが未だ 完熟ならざるを認めるのであ

る。

なほ本來無蔓性なる タチナタマメに於て愛知縣産の ものに四十八株中二株,米 國産の ものに
●
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は五株中一株牛蔓性を 示すものが認められた。栽培 せるもの全体 に就て何れに も根瘤菌を認

めなかつた。

(4)病蟲 害状況

五月中 旬アブラ錨葉に附着 し共被害 タチナ タマメ最甚 しかつた。 同じく五月下旬発育 の遅

れ しハマナタマメ及 タチナタマメには 著 しく夜盗虫附着せ しも蔓性刀豆にぱ其害を殆ど認め

なかつた。

六月中旬にハマナタマメを除き一般に葉に黄白色の斑点 を生ぜ しものを発生 し赤ナタマメ

に於て最著 しく,之 と共に葉 の麥縮するものあ り此傾向タチナタマメに多く此麥縮現象は最後

迄絨いた。 七月下旬に入 りて発生 せる赤ダニ病 もタチナクマメに於て最 著 しく認められた 。

ナタマ メ及 タチナタマ茎が 病害に犯 され しにも拘 らず 同一圃場にあ りしハマナタマメは何等

'影響 を受 くる事が無かつた。

八月上旬に入 リタチナ タマ メの 黄の成育盛んとなるや 心食虫多蝕附着するのを認め しも有

蔓性ナタマメには殆ど之を認めなかつた 。

之を要 するに病虫 害の最多か りしものは 成育全期間を通じて タチナタマメに して 四十八株

中之がため 成育不良に陥 りしもの二+五 株に及び 内九株は麥縮 して発育 を停止 し或るものは

枯れて しまつたが淺る 二二十三株は充分に成長 して 多数の 爽を持つ陀。之に対し 最抵抗性強き

は野生種なるハマナタマメに して多くの 病害を受け しタチナタマメに 混植せるもの も殆ど感

染する事がなかつた 。白或は赤ナタマメは浩干病害を受けつLも 普通の成長 を途げたのであ

る。次に述べる如 く形態 其他の点 よ り考察 して最改良種と考へらる 」ものはタチナタマメに

して白ナタマメ之に女ぎ,赤 ナタマメが最原種に近 くハマナ タゼメは純然たる野生種であるが,

病虫害に対す る抵抗性は此順序に從て野生種に近 き程増加 して居る事が解るのである。

(5)形 態上の観察

形態的に見て タチナタマメが 蔓性 ナタマメより変化 して生ぜ しと考へらる 玉重なる点は蔓

性ナ タマメには全く 無蔓性め ものは認められ無いが,無 蔓性なるタチナ タマメには前述せる如

く四十八株中二株半 蔓性の ものが認められたのである。'之原種の性質を現せるものであらう。

叉 タチナタマメは花の桃色なる点に於て赤ナ タマメと類 し,種子皮の白色なる点に於て白ナタ

マメに似て,種 皮に光澤ある点に於てはハマナタマメに似て居るのである。以下四種刀豆の示

す諸性質を比較列學する事とする9



刀豆の種名 難 撫 花色 枝皮色 徽 色 概 大さ 葵 甥叢
●

木立性 桃色 赤味を帯ぶ 白色光澤 小 巾狡く(3cm)長 し(29cm)157g

タチナタマメ

蔓 性 白色 緑色 白色無光澤 大二 巾廣 く(4cm)短 し(20cm)2・109

シ ロナタマメ 巻き附く

t蔓 性 桃色 赤味な帯ふ 赤色無光澤 最大 巾虞 く(4
cm)短 し(18cm)2.32g

アカナタマメ 巻 き附 く

蔓性 桃色 緑色 淡褐色光澤 最小,巾 廣 く(2cm)小 な り(5cm)0.67g

ハ マナタマメ 地上な旬ふ

C. ensiformis

C. gladiata var.

 alba

C. gladiata

C. lineata

四種の刀互中最多産性の ものはタチナ タマメに して一黄中の種子数3～15個,白 及赤ナタマ

メ之に次ぎ3～9個 に して,ハ マナタマメ最少く1～4個 である。要するに病贔害に対し 或は氣

候に対し 栽培の最困難.なるはタチナ タマ メに して赤ナ タマメ最容易なるを認めた。

第 二 節 各種刀豆のウレアーゼ並に蛋白質含有量比較

(1)種 子の発芽 並に成熟時に於るウレアーゼの変化

発芽、.に於るウレアーゼの変化

刀豆の発芽 時に於ろウレアーゼの変化 及移動を吟味せるに発芽 時に子葉 より幼植物の茎葉

には痕跡移行するのみにて ノく部分は子葉に止ま りつL漸 減 を示 し子葉黄線色とな りて 落脱せ

んとする直前に於て 共量激減するを認めた。以下示すものは 重量を略等 しくする種子を撰び

て播種 し共発芽 植物一個体の含有するウレアーゼ量を作用力(Nmg)に て表せるものである。

播種 より
の日数

体長

(cm)

一個体 に於 ろ平均

ウレアーセ作用力

00(休 止 の 種 子)304-304

852922294

14212503253

1827(蔓 出 づ)1453148

2045(蔓 伸 び 子 葉 黄 線 色)23326

今此のウレアーゼの変化 を1刀豆の特有成分たるア ミノ酸カナバニンの変化 と比較するに発

芽と共に漸減する事ウレアーゼと似たれどもカナバニンにあ りては発芽 と共に 子葉に止まる

事なく大部分茎葉に移行するを認めた。



休 止 種 子

號 芽 植 物(45cm)

成 長 植 物(90cm)

4均 一個体 中 の カ ナバ`ン 量(g)

0.0631

0.0420

0.0108

子 葉0.0032

茎葉0.0388

種 子成熟時に於るウレアーゼの変化

七月下旬各種刀豆の未熟にして未だ種子の形成を見ざる爽(タ チナタマメ長 さ16cm,赤 ナ

タマメ21cm,白 ナタマメ14cm)を採取 して萸全体 としてのウレアーゼを吟味せ しも全 く検

繊され・なかつた6

成熟の進める九月中旬より下旬に採集せる 相當熟せるものに就て熟度の異る種子の ウレア

ー"セ量を吟味せるに次の如 し。

採集ぜる新鮮な焚一個に就ての諸種質

重量(9)長 さ(cm)巾(cm)
種子
個数
種子全重量(
9)

一個平均

重量(9)
種子乾
物量(%)

ウレアーゼ作用力

新鮮種子
191:就 て

乾 燥 種 子'
1gt:就 て

C.  ensiformis

C. gladiata

C. gladiata var. alba

注 意 番號数の大なるもの程熟度 も高 くして乾物量 も増加す。種子の生体重は熟度の高 くなるに從

ひ増加せ ども完熟に近けば再び減小鉱 る事 の如し。ウレアーゼ作用力は試料19

中に含有さるるウレアーセ・に依 りて尿棄 より20c20分 間に生すろアムモニヤ 態窒素 をm9に

て表ぜるものである。

gladiata (4)

實験の示す如 く爽 としては相當成長を示すとも共内に未だ種子の形成を見ざるものは未だ

ウレアーゼの存在を認めず,種 子の形成と相倹つて生成 され生熟 とともに漸時増加 し完熟期に

'激 増す
る如 し。然 して鞘には常にウレアーゼを認めず。此關係は著者が 赤刀豆の熟度 と其特



有成分 なるカナバニン量を吟味せろ際同様に認めたる所に して共關係次の如 し。

勘 慶 種子一個の平均生体重(
9)

種 子一個中の平均
カナバニン量(g)

試験個数

(1)未 熟038痕 跡20

(2)稽 未 熟1.710.006518

(3)中 熟2.220.019121

(4)完 熟5.590.061010

2 c.c.m

(2)異 種刀豆に於るウレアーゼ含有量の変化

前研究(1)(2)に 於て吟昧せる試料の範囲 内に於ては1刀豆属の同一種の ものに就ては其全 ウ

レァーゼ量は略近似せる値を與へ しも今 回廣 く集め或は栽培せる試料に就て 吟味せるに後記

する如 く共 ウレアーゼ含有量は著 しく変動せるを認めたのである。

ウレアーゼ含有量は作用 力を以て表は し次の如 くして測定 した。即 よく風乾せる刀豆種子

の種皮を除きしものを粉末 とし,の 飾にて節別 し,然 る後石油エーテル

にて三回脱脂乾燥せるものを刀豆粉末とする。斯る粉末19に5c.c.の 水を加へよく撹控浸

出 し之を水を以て250c.c.に 満 し共1c.c.を 取 りて前報告:(1)に 採用せる法即10%尿 素液

燐酸綾衝液 を加へ20020分間反応 せ しめて生ずるアムモニア量を,

Nmg或 にて表せるものを作用力とす。稀訳 に際し多量の蒸溜水を使用するた

めウレアーゼの不瀧 化の起 るを齢 して2%ゴム液 使用の もの と比較せるに全 く木活性 化

は起つて居なかつた。

 25---NH3 c.c.

産 地

I. C.  ensiformis

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

0.147 mm  .(mesh 100)

(pH 7.0) 4 c.c.

収穫年度
(昭 和)

(タ チ ナ タ マ メ)

米 國 不明

愛知縣12

日本(縣 不明)10
(前 報記載B競)

愛知縣12

米 國.不 明

福岡縣11

九州大學(A)13

""(D)"

製粉年度
(昭 和⊃

8

12

11

13

13

14

14

〃

粉末19の 作用力

(NH3. c.c

(SUMNER教 室 調 製)

(以下當教室調製)

(少 くとも昭和九年前⊃

1360

1323

1320

935

865

725

48S

450

粉末の蛋白質
含有量(%)

22.41

21.47

22.14

18.60

19.51

21.79

20.67

種子一個當 ゆ
平均風乾重(9)

1.41

1.34

1.41

1.52

1.59

1.67

1.57



II. C. gladiata var.  alba

III. C. gladiata

IV. C. lineata

(9)日 本(縣 不 明)"

(10)九 州 大 學(C)"

(11)""(B)"

(12)""(E)"

(13)福岡 縣(農 試)12

(シ ロ ナ タ マ メ)

(1)日 本(縣 不 明)10

(2)愛 知 縣12

(3)九 州大 蝋 無 肥 料)13

(4)・ 九 州大 學'"

(ア カ ナ タ マメ)

(1)愛 知 縣12

(2)九 州 大學13

(ハ マ ナ タ マ メ)

(1)福岡 縣(野 生)13

(2)"(")8

〃

〃

〃

〃

〃

11

13

14

〃

13'

14

14

13

410

388

378

185

135

1】OO

848

250

188

810

570

183

158

18.34

19.87

18.31

18.45

18.30

19。43

17。77

19.53

19.61

17.42

17.65

15,41

18.74

1.27

1.60

1.53

1.27

1.81

2・()9
.

2.10

1.9.9

2.32

注 意 九州大學(A)半 蔓性を示せ しもの

""(B)植 物体豪青の良好な るもの

""(C)""中 程度の もの

""(D)""不 良な ろもの

""(E)米 國産の種子を播種せ るもの

刀豆属の積に依るウレアーゼ含有量の変化 は大雅に於て前報告に蓮べたる如 く

に於て最大に して 順次之に次ぎ 最少 し。然れども

同一種刀豆に就て も其含有量の変化相當著 しきを認め,之 を共蛋白質含有量の変化 と比較する

・に其変動 極めて著 しきを知る。是を以て見るに刀豆 ウレアーゼは栽培條件に依 りて共含有量を

著 く変化するものなる事を認むるのである。今回大學に於て栽培せろものは何れの種に於て も

ウレアーゼ含有量低きを認めた。然 も大學に於て 栽培せる種子の 外見上の性質を楡するに何

れ も市場共他 より得たる ものに比 して優 るとも劣る事無きは,例 へば種子一個の平均 風乾重量

(種子50個 の平均値)に 於ても認むる如きである。叉大學に於て同一環境に栽培 せるタチナ タ

マメを病錨害共他の影響に依る植物体 生育の良否に応じ て之を(B)良(C)ti4(D)不 良の三種に

分ち其種子の平均ウレアーゼ含有量を槍せるに共結果は生育状況 の 良否 と必ず しも雫行せざ

るを認めた。 叉ウレアーゼ含有量に対す る 肥料の影響を見るに白ナタマメの例に於て 認むる

如 く無肥料の方却つ℃含有量高 きを認めた 。

C. gladiata var. alba, C. gladiata C. lineata

C.  ensiformis



之を要するに健全 なる植物体の種子ウレアーゼが 共含有量に於て必ず しも.高か らざる事は

表より明かなる所である。大學栽培の刀豆 ウレアーゼの 含有量著 しく低 き原因に 就ては未だ

明かならざるも栽培環境が他の成分に比 して ウレアーゼ含量に著 しき影響を與ふる事は明か

である。栽培環境の内 特に注意す可きは 大學に於て栽培せるものは各種刀豆を通じて何れ も

全 く根瘤菌を認めなかつた事である。根瘤菌寄生の有無と ウレアーゼの關係は 目下吟味中で

ある 。

'な
ほ タチナ タマ メの(2)及(4)は 産地 及収穫 年度 を同 じくせ る ものな るが,たy"種 子 と して

保存する事(4)は`2)よ り一年長 きものなるに,共 酵素量著 しく異るは種子保存中にウレアー

ゼが変化 せる ものな りや將來吟味する必要あ りと認む。

〔3)刀 豆蛋白質含有量に就て

刀豆ウレアーゼと其窒素代謝との關係を吟味せんため 刀豆の蛋白態窒素量の 測定を平行的

に試みた 。

試料約0・39に 蒸溜水15～20c.c.を 加へ之に同容の10%り 一ルホサルチル酸を加へて水溶性

蛋白を沈澱せ しめ,一 夜放置後濾別 し,沈 澱は稀 サルホナルチル酸にて充分洗滌 せる後乾燥 し

濾紙共に分解 して西ケ原式窒素定量法 く5)に依 りて其窒素を定量 した。

蛋白質(%)

I. C.  ensiformis

(1)米 國 産(SuMMRR教 室 製 粉)O.302210.8667.8922.47

(2)愛 知 縣 産0305410.4365.1821.34

(3)日 本 産(B號)0.306210.8267.6322.()9

(4)米 國 産(當 教 室 製 粉)0.30219・5159・3119・63

(5)福岡 縣 産.0303810・6266・3721・85

(6)九 州 大 學 産(D)0.303310.0562.8120.71

(7)日 本 産(縣 不 明13年収穫/0,30338.9455.8518・42

(8)九 州 大 學 産(C)O.30279.7060.6020.02

.(9)""(B)0.30568.9656.0218.33

(10)""(E) .030008・8555.3318・44

 II. C. gladiata var. alba り
(1)日 本 産(縣 不 明)0.3065;9.4659.1619.31

(2)愛 知 縣 産0.30038・57153・5617・84



(3)九.州 大 學 産(無 肥 料)O.30649.5959.9519.56

(4)九 州 大 學 産 、O.3025q..5259.5{⊃19.65

 III. C. gladiata

(1)愛 知 縣 産0.30358.5753.5617.65

(2)九 州 大 學 産0.30358・61r)3.so17.68

 IV. C. lineal('

(1)福 岡 縣 産 野 生(13年状 獲)0.30477.5647.2615.51

(2)福 岡縣 産 野生(8年収穫)O'30439.0856.7818.91

刀豆島の種に依る種子蛋白質含有量の変化 は タチナタマメ最大にして,白 ナタマメ,赤 ナタ

マメ順次之に次ぎ,野 生種なるハマナ タマ メ最少 し。此順序は大体 に於てウレアーゼ含有量の

夫と略一致するのを認めるのである。

蛋白質含有量とウレアーゼ含有量は 二三の例外は認むれ ども或範囲 内に於て 雫行的關係の

ある事明かである。 是は蛋白質の生成 とウレアーゼとの間に何等かの關係あるを推定せ しむ

るものである。

結論として刀豆騰中改良の進み し種類程病巌害に犯され易 く從て栽培 困難なるも,共 ウレア

ーゼ並に蛋白質含有量は高きを認むるのである。

第 三 節 度外濾 過 法 に依 る異種 刀豆 ウ レアー ぜ粒 子 の大 きさの比較

刀豆ウレアーゼは 稀アセ トンに対す る 溶解の難易より観察 して 均一なるものに非ざる事は

前報(2)に 於竃詳細に論ぜ し所なるが,粒 子の大きさより考察 して も其平均 等なる事は推察 さ

るるのである。此事は既に も認めし塵なるも其使用せる度外濾過法に關する實験

記載乏 しきため詳細に就て判断する事困難である。

我々は現在.の 研究に用ゐられて正確なる結果を與へて居 るELFoRD氏 度外濾過法(3)

を利用 して刀豆ウレアーゼ粒子の大きさを研究する事にした 。

(1>氏 度外濾過法に就て

從來度外濾過膜として用ひられ し醋酸 コ・ヂオγ膜は共構造均等性を欠 きしため同一調製

法に依るもなほ膜の孔穫の変動 薯 しく良好なろ成績を與へなかつた 。 は此点 を改良

の

して エ ーテル アル コール コ ロヂオ ン膜 を 用ゐて 孔径の 略一一定せ る 膜 を 得 る様 になつたので

あ る。

ELFORD

virus

 GRABAR  (6)

ELFORD



コロヂオン膜の調

エーテルアルコール コロヂオン膜は 前述せる如 く其孔径は略一定なるものを得 らるれ ども

其孔径小に過 ぐる欠貼あるため 氏は孔径を大にする作用あるアセ トンと之と拮抗作用あるア

ミールアル コールを適量混用する事に依 りて 孔の均等性を損する事なく共孔径を任意に調節

する事に成功 したのである。なほ孔径を調節するため,更 に氏は大にするためには水を小にす

るため醋酸 を加へて調節を計つた 。

は コロヂオンとして を用ひ居 るも我國にては入手難か りしかば

吐の を用ゐ しも後之も入手困難とな りしかば,大日本 セルロ イ ド會社製の

セロ イヂンを使用した。膜の調製法は同氏記載の方法に依 りしかば詳細は省略する事

とする。

たy"要 鐵を簡単に述ぶれば先づ市販のセ ロイヂンを細片とな し充分に風乾する。之をether・

混合液(重 量比1:1:2)に10%溶 液 として溶解する。更に同氏の記載法に

從ひ なる母液を調製するとせぱ は上記10%ロ コヂオン液409に 樹 し

の を加ふる事を意味 し,(1:9)は 斯る液例へば48・29に その
ヘ

ー 量の と 量の ・th・・齢 灘 加ふ糠 を鰍 す・斯る混舗 を正確剛 時間

振盪すれば所定の母液が得らる。 斯う母液に所定量の水 或は醋酸 を添加 して所定の大きさの

孔径の コロヂォン膜を調製する。

教室調製 コロヂオン膜の孔径並にウレアーゼ透過度

上述せ る方法に依 りて孔径100聯 より700my迄 の コロヂオン膜を数種作 り,後 述する測

定法に從ひて共孔径を測 り,他方 タチナタマメB號 粉末19を 取 りて50c・c・の水にて浸出 し,

後述すろ清澄法に依 りて 完全に透明なる酵素液を調製 して,上 記調製の コロヂオン膜を用ひ

ELFORD式 濾過装置に依 り窒素2氣 堅の もとに度外濾過を行つた共成績次の如 くである。

ELFORD

SCHERING

 D.  C. C.

alcohol-aceton

celloidin

C --    (1:9)

' 10 
c.c. (8.2 g)

1 
10

alcohol

amyle alcohol

膜 材 料

9 
10

Necol No. 356

膜 組 成

  10  C 
40

平均孔裡

(mv.)

酵素液作用力
(原液五倍稀訳) 透過李(%)

濾過前 濾過後

Schering 
Celloidin

大 日本 セ ル ロイ ド社
セ ロイ ヂ ン(c2)

c】10/40(1:9)十 〇.25%醋酸1104.6500

C,10!40(1:9)3004.852.5553

C】10/40(1=9)十LO8%水6604.313.6986

c昌10/40(1=9)十 〇.12%醋酸1075.230.346

C210/40(1:9)2025.181.6532



注 意 膜Ciは 膜C21:比 して 調製 後数ヶ月経過 ぜ る もの で あ る。 酵棄 力 の 測 定 は平 行 的i:行 ひ其 亭

均 値 をn/25NH3c.c.に'(衷 す 。

日本産 タチナタマメ含有ウレアーゼは100my・ 以下の孔径の膜は殆ど透過せず,700卿 以上

の ものは 大部分透過 し,其間 任意の孔径の膜に於ては 孔径に応 じて 透過率を変化 して居る。

此實験は刀豆ウレアーゼが種々なる大 きさの粒子より成つて居る事を示す ものである・

濾過前4,53な る作用力を示せるウレアーゼ溶液 を用ゐて187mい の膜を濾過せるに作用力

2・66を示 し共透過率58%で あつた。今斯る酵素液を202mlJの 膜にて濾過せるに共作用力

2.59に して共透過i率97%な るを認めた。

コ ロヂオン膜の孔径測定 1

『 ロヂオン膜の孔径はELFORD氏 の 方法(3)に 從 ひて行 ひ,共 平均 孔径(A・P・S・ ♪を以 て表

は した 。平均 孔輕 は二 つの測 定値 よ り計算す る。 即 ち膜の単位 面積に 含まるL水 分 量 を表 す

含水率(S.W.C.)及100cm水 柱 墜の もとに20.に て 一分 間単位 面 積の膜 を通過 する水量 を表

す流 水率(R.F.W.)を 以 てする 。

 S.  W.  C.  =  WI----A—t----W2

Vt x 60 x 1000 R
.F. W.= 7cra TP

A. P. S. (ti) = 0.234,s/ -------

Wl新 鮮 膜 の 重 さ(9)

W2乾 燥 膜 の 重 さ(9)

A膜 の 面 積(cmり

t膜 の厚 さ(cm)

V通 過 し7二水 量(c.c.)

r膜半径(cm)

t膜 の 厚 さ(mm)

TVc.c.の 水 の通 過 時 間(sec・)

P水 柱 庄(cm)

膜 組 成平均 豫定孔径(の

(1)C240110(1:9)十 〇.12%醋酸10.20

 i log (R. F. W.)  i log (S. W. C.) A. P. S. (v.)

中 心 部0.37581--0085860.120

外 邊 部0.47976-O.082910.094



L(2)G40/10(1:9)0 .30

(3)C,40/10(1:9)十 〇.25%水0.39

(4)q40!10(1:9)十1.50%水'0.66

r中 心 部0.()8366-O.079300.232

1外 邊 部 一 α22976-t().097210.172

「中 心 部0.06619-0.102160.345

1外 邊 部O .00339-O.096910.295

「中 心 部O
.38219--O、064310.654

・外 邊 部0.29034・ 一0.064610.53G

注 意平均 豫定孔裡とは膜の組成より豫定 し得 ろ数値。 中心部或は外邊部 とはコロヂオン液を容器

t:流 し込みて作vJし 直径40cmの コロヂナン膜の中心及外邊部の意味。

豫定孔径 と實測孔径 とは 必ず しも一致せざれども豫定孔径は任意の孔径の 膜を調製するに

當 り見當を付ける目安とするには充分である。

酵酷 の度 濾過 塁する豫 清'..作

度外濾過法に依 りて 粒子の大きさを比較するに當 り同一孔径の膜を用ゐて 濾過する場合同

一酵素試料に就きては其透過度は一定す可きものである。此透過度を一定に保たむ と欲すれ

ば先づ可験液を完全に 透明とな し置 く必要のある事を知つたのである。若 し液が濁れる場合

にはコ・ヂオン膜の孔を塞いで 膜の孔径に相慮する 透過率を與へざる事は次の實験に示す如

くである。

午同一刀豆粉末より調製せる澗濁度の異る五種の ウレアP-・・ti'溶液 を孔径660卿 の膜に依 り

て度外濾過を行つた。即 ちタチナ タマメB號 粉末を五倍量の水ににて浸出せるものを原浸禺

液 とする。

(1)原 浸出液を蒸溜水にて50倍 に稀訳 し多少蛋白の析出せる潤濁液

(2)原 浸出液を蒸溜水にて20倍 に稀訳 し澗濁度 より少き液

(3)原 浸幽液を蒸溜水にて10倍 に稀繰 し生ぜる濁 りを可及的に遠心分離せる僅に濁 る液

(4)粉 末を直接50倍 のn/5NaCl溶 液にて浸 出遠心分離せるものにて(3)に 比 して遙に透

明なれ どなほ微に濁る液

(5)食 盤水の代 りに蒸溜水にて同様處理 ぜるものに して,よ り透明なれどもなほ痕跡濁 りを

認む る液

(6)SEITz製 細菌濾過板にて濾過せる完全に透明なる液

酵棄液作用力(n!25NH3c.c.)
供試酵棄液番號,透 過傘濾

過前.瀦 過後

(1)5.551.3725



(2)5.552.57460

(3)5.983.2154

(4)5.684.3777

(5)5。184.2883

(6)4.333.7487

注 意 酵棄液作用力は粉末1な250倍 の割合に水1=て 稀訳ぜるもの1c.c.の 作用力である。

實験の示す所に依れば 度外濾過法の豫備操作として 完全に透明なる 酵素液 を得る事が必要

である。之がため骨炭層,パ ルプ層,石 綿暦或は のグ ラスフィノしター等を用ゐて濾過

を試みしも,何 れ も完全に透明なる液 を得ざりしも,製E.K.濾 過板(細 菌濾過川)を用ゐ

て全 く透明なる液を得る事が 出來た。依つて清澄法 として 本法を使用する事にせるも昨今本

濾過板の轍入困難の 由,最 近松風工業株式會社 よ り販費の濾過板を以て之に代用 し得るとの事

'である。E .K.濾 過板 を使用するに當 り注意す可きは最初得らるs濾 液は濾過板 を作る石綿繊

維に吸着 さるNた めか酵素作用力の低下 を來たす恐れあれば最初の5乃 至10c£ ・を捨て 」然

る後に得 らる 」透明なる液 を度外濾過用に使用するのである。次に示すものはEK・ 濾過板に

依 りて濾過する際最初より順次得 らる ～濾液5c.c.宛 別々に取 りて共酵素 力を測定せるもの

である。因に濾過前の酵素の作用力は5・10なれば濾過に依 る損失7%前 後である。

SCHOTT

SEITZ

濾 液 を取 り し順序IIIIII・IVv平均

ウ レアー ゼ作 用 力3.004・70　 4。554,804.604.65

妓に於て度外濾過用の ウレアーゼ液は次の如 くして調製する事 とした 。供試刀豆粉末19に

50c.cの 水を加ぺ浸出 し遠心分離せる殆ど透明なる液をE.K.濾 過板に依 りて 濾過 し初めの

10c.c.を 捨て 」次の5c.c.を 取 りて二氣墜の もとに コロヂオン膜の透過を行つた。

なほ可検液を充分透明に し置かざる場合 起 り・得る誤 りの 一イ列を示す事とする。今稀アセ ト
も

ン易溶性 ウレアーゼ量より考察 して 當然粒子の小なるウレアーゼの 多かる可き米國産 タチナ

タマメ粉末 教室調製)の 浸出液 と日本産 タチナ タマメB號 の夫を比較するに,前記

酵素液調製法の く3)に依 りて得たるものに就ては豫期と反対の結果を得 しも,(4)に 依 りて得

たる透明なるものに就ては斯る事無く豫期通 りの結果を得た 。是(3)法 に依 り調製せる米國産

よ りの酵素液は日本産の夫に比 して著 しく濁れるために して,(4)法 に於ては何れ も遙に透明

なる液が得 られ し允め比較的正 しい結果が得らる 、のである。

 (SUMNER



液酵素作用力 ・(3)法
1:Utり調製ぜる酵棄 一 透過李(%)

濾過前 濾過後

米 國 産6.132.48・41

日 本 産5.953.2154

(4)法 に依 り調 製せ る酵 素 液

米 國 産5.825.1188

日 本 産5.6δ4.3777
0

(2)氏 度外濾過法に依ろ異種刀豆の ウレアーゼ吟味

上記豫備清澄法に 依bて 調製せろ酵素液に於ては一定孔径の膜を用ゐろ場 合は同一刀豆粉

末試料に対し ては殆 ど一定の透過率を示す事が明かとな りしかば,茲に ・F均孔樫300myの 膜

を用ゐて各種刀豆ウレアーゼの透過牽 を比較吟味 し疫。

 ELFORD

I. C. ensiformis 全 ウ レア ー ゼ量

(1)米 國 産(SUMNERet室 製 粉)

(2)LI本 産(B號)

(3)愛 知 縣 産

(4)九 州大學産(B)

1360

1320

935

378

{

{

(a)

(b)

(a)

(b)

ウ レ アー ゼ作 用 力レ　
濾過前'濾 過後

5.55

5.85

4、88

5.33

3.62

1.35

4.06

4.32

2.85

2.87

1.95

0.76

透渦牽`%)

74

73

53

54

54

56

 II. C. gladiata var. alba

(1)日 本 産(縣 不明)

(2)愛 知 縣 産

(3)丸 州大學産

1100

848

188

3.63

2.80

0.58

2.36

1.64

0.20

65

58

35

III. C. gladiata

(1)愛 知 縣 産
●

(2)九 州 大學産

810

570

2.90

2.15

1.76

1.13

60

53

今前報告(2)の 稀アセ トン易溶性ウレアーゼに關する研究 と比較するに全酵素量に対す る易

溶性ウレアーゼ量の割合は'に 於て米國産のものの57%に対し 日本産B號 の夫

は28%な る結果を示して居る。今孔径異る三種の膜に就て両刀豆の ウレア簡ゼの透過率 を比

較するに次の如 くである。

C. ensiformis



,ロ ヂオン膜孔径

(mμ)

(1)187

(2)300

(3)660

'

濾ボ 塑 誌. 透渦率(%)

米 國 産4.532.7060

日 本 産(B號)5.181.2224

米 國 ・ 産5.554.0674

日 本 産(B號)4.852.5553

米 國 産4.313.6990

H本 産(B號)5.645.0386

是等の結果 より考察するに 稀アセ トン易溶性 ウレアーゼ量の多い程 透過量も多 く膜の孔径

の増大と共に両者 の差は減少するのを認める。即粒子の小なるウレアーゼ程 稀アセ トンに溶

け易き事となる。然 して米國産の ものは11本 産に比 して 粒子の小なろウレアーゼを含む割合

噂が多い事が解る。 、

三種の刀豆に就て 共通的に認めらる 』事は 全 ウレアーゼ量の多い もの程 透過率の大なる事

即粒子の小なるウレアーゼの 多い事である。teS"例 外 としてFl本 産 タチナ タマメに於ては全

酵素量の相當異るに拘らず透過率の略一定 して居 る事である。

(3)'産 地異る数種 のウチナタマ メに就て ウレアーゼ結晶析出の吟味

最後に数種の 粉末に就て 氏原法に依 りて31・6%ア セ トン浸出液を

作 り其作用力を測定 し,他 方顯微鏡下に ウ'レアーゼ結晶析出の有無を吟味せるに次σ～如 し。.

C.  ensiformis

刀豆産地

SUMNER

全 ウ レア ー セ

ア セ トン浸 出液

=1c.c.作 用 力(
n/10NH3c.c。)

ウレア脚セ結晶の有無

(1)米国 産(SUMNER教 室製粉)】36067多 数の結晶を認む ・

(2)愛 知 縣 産(12年収穫)132348極 め て少数の結晶を認む

(3)米 國 産(當 教室製粉り86524無

(4)九 州大學産(D)45037相 當数の結晶を認む

(5)日 本 産(13年収穫)41024無

(6)九 州大學産(C)38828無

(7)""(B)3783】 無

(8)福岡 縣産(農 試)1359無

前報告(1)に 述べ し如 く 法に依る31・6%ア セト ン浸幽液の作用力が40前 後以上の

ものに於てはウレアーゼの 結晶を認むれども夫以下の ものにあ りては結晶全 く認め難 し。結

局吟味せる限 りに於て日本産 は ウレアーゼの結晶分離の資料として不適當なる

を知つた6

SUMNER

C.  ensifoYmis



総 括

(1)刀 豆爵 の もの四種即 ち(タ チナタマメ),(ナ

タマメ)(シ ロナ タマ メ)及(ハ マナタマメ)を 栽培 して共

成育状況 並に収穫 せる種子の諸性質を吟味 した 。共結果に依れば発芽 力に於で は

或は に比 して 強い事が解つた。発育状況に就ては両

は に比 して良好なる発育 を示 し,後 者は當地の氣候に於ては晩秋

に到るも完熟 し得うものは少敏であつた。即後者は前 者に比 して亜熱帯性の傾向大なる植物で

あらう。從て内地市場より取 り寄せたろ の種子は何れ も未熟の傾向を示 して居

る。病蟲害は同一環境に於て も に於て最著 しく,両 之に亜ぎ

に於て抵抗性最大なるを認めるのである。'

之を要すろに は に比 して少くとも日本内地に於ては種々なる

点に於て栽培困難である。

(2)四 種の刀扁を形態的に観察 するに最著 しい 相違点は が完全に蔓性なるに

対しは矮性(木立性)な れ ども後者には往々に して半蔓性の渦のが認められ,

は同じく蔓性なれども地上を飼ふのみにて事物に巻きつ く事は無い。爽の大きさが何

れ も異 り は細長 く,雨 は之に比 して巾よ り廣く長 さに於てより短い 。

に到 りては爽極めて小である。諸性質を比較考察するに は両

の性質を部分的に具備 して屠 り花の色の桃色なる献 に似て・種子皮の白色なる

は に似て屑るが種子皮に光澤赴るのは に似て居る。以上の

諸点 を考慮するに は純然たる野生種,は 原種に最近 く,

albaは 共改良 され しもの は最改良され し種な りと推察せらる。

(3)四 種の刀豆種子の含有成分と して 蛋白質 ウレアーゼ並に 特異成分 アミノ酸 カナベニン

を吟味 した。 四種に於る ウレアーゼ含有量を比較するに 大膿に於て前に報告せる如 く鼻改良

種であろ 最多 く 順次之に亜ぎ,野 生種な 唇

ろ 最少なけれ ども,今 回廣 く試料を築めて吟味せる所に依れば同一種内に於て も

産地に依るウレアーゼ含有量の変化 は相當著 しい ものに して例へぼ はウレア

(Canavalia)

C. gladiata var. alba

C.  ensiformis

C. gladiola

lineata

C. gladiata var. alba

C. ensiformis

C. ensiformis

, C. ensiformis

C.lineata

C.lineata

C. ensiformis

C. gladiata var. alba

C. lineata

C. ensiformis

C. lineata

C. ensiformis

C. lineata

C. ensiformis

C. ensiformis

C. gladiata

C. gladiata

C. ensiformis

C. gladiata

C. gladiata

C. gladiata

C. gladiola

C. ensiformis

C. gladiata

C. gladiola

C. lineata

C. gladiata var. alba, C. gladiola

C.

C. gladiata

C. gladiata var.

C. ensiformis



一ゼ含有量に於て必ず しも他の種 より常に多いとは言へざるを知つた。四種刀豆に於る蛋白質

含有量の変化 も大燈 ウレアーゼの場合と共順序を同じくして 最多 く,

順次之に亜ぎ 最少 し。刀豆に於て蛋白質含有量とウレアー

ゼ含有量が大体 準行的傾向を有する事は ウレアーゼの 刀豆に於る窒素代謝に於る意義を研究

チる上注意す可 き事である。栽培環境は 作物成分の含有量に影響 を與ふるものなるが 共影響

の程度は成分に依 りて 異るもの と考へ らる。刀豆に於ける實験にては蛋白質の含有量は著 し

き影響を受けざるもウレアーゼ含有量は非常に鋭敏な影響を受 くる事が認められた 。

<(4)當 大學
に於て栽培収穫 せる刀豆種子は其充實度,重 量,其 他外観的性質に於て市販共他

の もめに比 して優 るとも劣る事無か りしも,ウ レアーゼ含有量に於ては栽培せる刀豆の各種を

通じて殊に に於て著 しく低 きを認めた。即大學にて収穫 せる種子の作物的価値 は

少 しも低 しとは考へ られざるも,窒 素代謝に關係あ りと考へらる 、ウレアーゼの含有量に於て

著 しく低 き事は種子として 何等か 植物生理上飲陥がある ものと推定 さる。斯る結果を輿へ し

原因明かならざるも病姦害の割合多かつた事 も其原因の一部であらうが,他 に重要なる原因が

あるものと推定 される。此点 に於て 注意す可きは我々の 栽培せるものは何れ も全 く根瘤菌を

認め得なかつた事である。 閃に窒素肥料は其意味に於て も充分與へたのである。 なほ無肥料

の もの と完全肥料の ものに就て ウレアーゼ含有量を比較せるに大体 差は認められなかつた。

叉大學栽培の に就て植物体 と しての生育の 良否 と其含有 ウレアーゼ及蛋白質

量の關係を吟味せるに成育良好なるもの必ず しも是等の成分の多からざる事を知つた 。

〈5)刀 豆種子の発芽 時に於て ウレアーゼは 漸次減少 し殊に成長 と共に子葉 より茎葉へは極

少量移行するのみであるが,之 に対し 刀豆特有成分 なるア ミノ酸 カナバニン は 同じく発芽に

際 し漸次減少するも大部分 子葉 より若 き茎葉に移行するのを認めた。他方植物体 に於て種子

成熟時のウ.レアーゼの変化 を吟昧せるに爽中種子の 形成 されざる時期に於ては爽に全 くウレ

アーセは認められぬが・種子の形成 さる 』や是と共に現はれ其成熟 と共に増加 し完熟期に激増

するのを知つた。此關係はカナバニンに於て も同様であるが,カ ナバニンは微量乍 ら常に爽の

鞘中にも認めらるLが,ウ レアーゼは成育各期の爽に就て鞘に於る存否を吟味せるに全 く認め

られ無かつた。之を要するに 是等の種子成分は種子の 完熟期近 くに於て著 しく生成さるL様

に考へらる。

(6)ELFoRD氏 度外濾過用 コロヂオン膜調製法に依 りて 孔径0.1～0・7y・の範囲 に於て大体

任意の孔径の コ・ヂオン膜を調製するを得た。之を用ゐて 刀豆 ウレアーゼ粒子の大きさの検

var. alba, C. gladiata

C. ensiformis

 C. ensiformis

C. lineata

C. ensiformis C. gladiata



索を試みた。本度外濾過法に於て一定孔脛の膜を用ゐる際一定の結果を得むがためには先づ供

試液 を完全に透明に して置く必要がある。恥豫備清澄法 として種々なる方法を吟味 したが結局

製 濾過板使用が最良好なる結果を與へる事を知つた 。

「7)刀 豆 ウレアーゼは孔径100MSL以 下の コロヂオン膜は通過itY
.・他方孔径700my以

上の膜は殆ど全部通過する。從て粒子の大きさは大体此範囲 内にある事が解る。然 して此範囲

内にb於て孔径の 大きくなるに從ひて其透過量は漸次増加する。此事は ウレァーせが種々なる

大 きさの粒子として換言すれば多様なる形態に於て刀豆中に存在する事を示すものである。從

て の結晶性 ウレアーゼが刀豆ウレアーゼの唯一の もので無い事 も解る。

(8)康 地異 る 含有の ウレアーゼの性質 を度外濾過法に依 りて吟味 した 。夫
,

に依れば結晶として 容易に析出 し叉稀アセ トンに易溶性の ウレアーゼを含む事の多い米國産

刀豆粉末 教室調製)は 度外濾過に於ても孔径の小なる(187mの 膜を通過するウ

レアーゼ量の多い事が解つた。之に対し結晶析出困難に して アセ トン易溶性 ウレアーゼを含

む事の少い 日本産刀豆に於ては コロヂオン膜透過 ウレアーゼ量 も少い。換言すれば粒子の小な

るウレアーゼを多 く含む刀豆程稀アセ トン易溶性 ウレアーゼを多 く含みウレアーゼの結晶も與

へ易い。

(9)刀 豆驕に於る異種間の ウレアーゼの 性質殊に粒子の大 きさに就ては 一一定の關係を見出

す事が出來なかつた 。た 響實験の示す塵に依れば 日本産 に於て産地の異 リウ

レアーゼの絶対 量に於て著 しく異るもの も,一定孔径の コロヂオン膜の透過率は殆ど一定 して

居るのを認めた 。之に反 して両 に於てはウレアーゼの絶対 量の多いもの程孔径

0.3tLの コロヂオン膜の透過量大 となる。即小なる粒子のウレアーゼを含む事が多い。大体域

績を絡括すると各種刀豆を通 じて絶対 量の多いもの程粒子の小なる ウレアーゼを 含む事が多

い傾向を認める。 ・

(10)最 後に吟味せ る限 りに於ては圓本産 はウレアーゼの結晶分離用 として

は未だ不適當である。從て良き資料を得む とすれば栽培法に対し て 適當なる考慮を佛ふ必要

があるが未だ其條件は不明であ り目下吟味中である。

終りに臨み奥田教授 の御助嘗並に度外濾過膜の調製に協力され し船津勝氏,蛋 白質定量を分

捲 され し羽山邦夫氏に感謝す。なほ本研究は 一部 日本學術振興會の補助に依 りて 行はれ しも

のなる事を附記 して謝意を表す。

SEITZ  E.  K.

Sumner
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C. gladiata

C. ensiformis

C. ensiformis
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ON THE NATURE OF THE DIFFERENT FORMS OF UREASE FOUND 

      IN THE SEEDS OF VARIOUS  CANAVALIA (II)

(Resume)

Matsunosuke KITAGAWA 

Suburo YOSUE

   We investigated the amount of urease as compared with the amount of 

protein found in the seeds of various Canavalia and the results are sum-

marized in the following table :

habitat

urease activity 
per g meal of 

    bean 
(n/25 NH3 c.c.)

protein (
%)

degree of permeability of 
urease particles through 
0.3 µ collodion membrane 

     (%)

mean weight 
of bean per 

 individual 
  (g)

I. C. ensiformis

 (1) America136022.4174— 

 (2) Japan (B)132022.14531.34 

 (3) „ • (Aichi-ken) 93518.60541.41 

 (4) „ (Fukuoka-ken) 72521.79—1.59 

  (5) „ (Kyushu Univ.) 37818.31561.53 

 (6) ,, (Fukuoka-ken) 13518.30—1.27 
II. C. gladiata var. alba 

. (1) Japan110019.43.65— 

 (2) „ (Aichi-ken)84817.77581.81 

  (3) „ ' Kyushu (Univ.) 18819.61352.10 
III. C. gladiata 

  (1) Japan (Aichi-ken) 81017.41601.99 

 (2) „ (Kyushu Univ.) 57017.65532.32 
IV. C. lineata 

 (1) Japan (Fukuoka-ken) 183——. —

   Then we studied the size of particles of Jack bean urease by means of 

ELFORD'S ultrafiltration through collodion membrane having several kinds 

of porosity, as follows :

prosity of collodion 
 membrane (my)

urease activity (n/25 NH3 c.c.)

before filtration after filtration

degree of permeability 
 of urease particles 

     (%)

(1) 1075.230.346 

(2) 2025.181.6532 

(3) 3205.232.9156 

(4) 5905.234.6889



   Jack bean urease was known to be not homogeneous in size, i. e. it is 

contained in different states of aggregation in seeds. 

   We compared the permeability of the American Jack bean urease with 

that of the Japanese one by the same  method  ;

prosity of collodion 
 membrane (ml.f.)

(1) 187 

(2) 300 

(3) 660

urease activity (n/25 NH2 c.c.)

before filtration after filtration

degree of permeability 
 of urease particles 

    (%)
'American bean4 .532.7060 

Japanese „5.181.2224 
'American „5.554.0674 

Japanese „4.852.5.)53 
'American „4.313.6990 

,Japanese „5.645.0386

   From these results, it was concluded that there is found in the American 

Jack bean which easily gives the crystalline urease, a larger amount of 

urease which can pass in minute particules through a membrane of 187 m, 

porosity, than is contained in the Japanese bean.


